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の

者

で

あ

り

、
 

後
渚
は
•
ユ
ダ
ャ
人
R

し

て
I

場

勞

働

者

ょ
A

V
身
£

し
•政

治

俱

樂

部
k

も
_

係
.
せ
る
^

で
あ 

0

た
。へ
此
新
し
き
指
導
者
は
階
級
意
識
を
賃
銀
意
識

R

ま
で
释

.め
た
。
-

何
れ

k

L>

で
％
进
は 

^

ク

タ
i

.
ソ
.
.J
:の
.
.有

せ

ざ

る

ど

こ
^

で

あ
0
.た
。
''
>
:

.;'
;
初 
>
期
0'『

ナ
ィ
ハ
ッ‘オ
.
ブ
-V

丨
：
V

G』

の
勞
爾
紙
合
、に
»
ず

-5
'
;歡

赌

は

：
ス
：
爾「

ィ
1

ブ
,.
ン
：
ス
の
一'
 

，八
七
九
年

.一

月

第

二

：囘0

定
细
總
會
に
對
す
る
演
詆
の

.啦
に
見
出
す

z
S

が
出
來
へ
る
。
：
そ
れ 

it
优

汉

ぱ

彼

は

合

同
 

'の
利
益
を
進
め
孤

.立
的
活
動
の

.
效
果

.^:
な
く
し
て
弊
書

.多
さ

Z 

ノ
し
V
J主 

唱
し

—

.ベ
一
て
の
勞
働
國

'體
を
統
一
し
て

'
.

1
…

大
.：合
：.同
體
た
ら

^

め
；ん
：
乙
士
：
.を
.提
案
し
た
。.
'
而
し 

で
此
鎢
案
は
總
會
の

'
承
誕
す
る
乙

/)
.
:ど
な
ダ
、彼

.は

.其
要
旨

-を
公
刊
す
る
權

m

t
與
へ
ら
れ
、
 

又
勞
働
組
合
の
總

#

b
 

t晴
さ
得
る
桃
能

?:
.與
へ
ら
れ

6
。」 '.

此
：事
：は

r

ナ
ィ
？
オ
ズ
‘レ

! 

4
1

』 

が
勞
働
組
合
を
總
て
啤
收
す
る
乙
士
公
讀
味
ず
る

も

が

で
は

^

恥
つ
た
ネ
然
を

R

之
k 
_
す 

^

反
對
は
乾
か
賞
は
無
が
グ
だ
が

^
く

缺
如
し
把

® ;
,

は
な
加

q

た
。：
'
:
.殊
に
，
れ
は
西
部
地

て
"
制
限
fc
加

へ
ん

|

6:
;
.
0
求

の
行
.は
：
れ

た
Z
ノ
レ
ぢ

ぁ

を
9

€
ぃ

/
:
.

'
'
.ノ
ス
，
デ

ィ
I
ブ

ゾ
，
.
xば
.
.：一；

八
七
九

年
九
.
月
：シ
ガ
デ

^

於
，ぼ
る
へ
第
！

i
f

囘
總

#

1

_
如
感
.じ
»

加
o\ 

だ
5

 
•の陳
情

書

ぱ
ノ
朗
«
せ
ら
れ

%
一
切

の
0
產

的
勞
働
_

咏
の
.
合

同
を
：

敗

f

の
：義

勝
^

か

e 

主
張
し

.た
？

併

し

此

時
^

は
.
西
部
地
ガ
の

^

0

m

.

s
力
を

占

め

、總

協
*

#

は
.完
爺

^
, m
 

m
 

袁

見

H

轉
換
し
、̂
0

ド
».

の
，如
ぐ
ぃ
しr.

て
ン
シ
力
,'

ゴ
の
；太食

-;

^

祭
«.
»

.
命

ぢ
^

セ『

.：ナ

：
ィ
.
'
?
ギ

:

雙
1十
五
ー
卷(

2

五)
「

ナ
ィ
ク
，7»
-
ブ
.
レ
一
バ1

^
機
成
ミ
其
勢
九
の
漱
菊'

0
3 

M



.锻
二
十
 

s

_
 

.

S
六〕

 ̂

y 

i
 

 ̂

f 

 ̂

i 

 ̂

 ̂

锻
_

'

1

ニ

■ X

十』
を

莞

峑M

 

.見
'棄

ゼ

ぞ

枚

.を
_

# -
_

^ :
ば
^
:ダ
ダ
ニ
ト
巧
1

時

代

の

出 

現
^

形
成
し
た
も
の
ズ
お
つ
だ

9
:
:
»

 ̂

ッ
ッ
べ
し
グ

‘
^
於
'げ
，：4
:
:大
會
は
勞
働
組

.
 

合

派

0.
:

勢
力

&

恢
衡
せ
匕
め
，全
國

.的

^
 

^
 

^
 
0

m

^
 

^
 

K
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
要
求
せ 

し
ひ

5'
:

^
至
つ
た

9

,尤
も
此

‘

翁
は
否
決
せ
ら
れ
、反

» -
0,
決
_

も
_

同
樣
に

.茶
紙
，せ
ら
れ
た 

©

で
あ
.つ
た
。 

.

' 

.

『

諸
.業
組
合
贫
翁
働
組
：合

._

■

 

,

 

L
a
b
o
r
s

 u
n
i
o
n
s
)

は
一
八 

八

I

年
八

^'
準

備

# .
'
課

^:
開
他
レ
た
る
徵
十
一
用
、水
久
的
に
成
立
し

/2
?ぐ
此
間
に
開
崔
せ
ら 

れ
.
た
る
總
協
議
會
は

『

±

;

v

l
ブ
‘
.レー

¥

が
ニ
：..層
大
な
暴
働
運
動

R

依
々
て
吸

R

せ 

&

る
.'
へ.
ざ警のど思はれた然るに此新し

&

團

體

0.
.
#
.則
は
、デ
ン
.
パ
ー
ス
：
の
希
望

k

E 

し
て
？

ネ
.、ッ
。.オ
ダ
•レ
，，

>

、丨』

.に
，”代

翁

0'
'派
：遺
.を
#-
じ
；编

、
.然

各

£

八
八
：ニ ：

年

：二
，
!

ョ
!

>

.

9
總
協
_

會
^

於

5

ナ
づ
：
|

 

ふ

同
鐡
鋼
勞
働
者
組
合

』

：

の
：：

ス
ト
テ:

ィ

支
持

^:
る

決

を

.通

過

せ

し

め

：

た
：。：：

.

總

協

議

會

は

一
 

八
八
ユ
年
勞
働
組
合
に
對
す
る
求
來

CD
.
.態
度
に
立

®

^
、其
.紙
織

?:
;

承
®
す
る
の
み
な
ら
ず
之 

を

獎

: «
し
^

4

.
れ
.は
；禁

.止
_

»

,

も̂
^

ポ
_

麓
_

_
る
ン
全
1*
ー_

^

.

.

.

.

.

.

れた
る及
：

び

'新
じ
名
聯
合
體

R

對
す
る
反
感
等
に
原

-因
す
る
の
で
あ
つ

.打
。
::
'
'
:
.
,

::
斯
_の
如
く
し
七
.二

 

：ュ
i

ョ：
r

ク
の
總
協
：議
會

.：

はt

ナ：

ィ
替
ネ
 

同 

業
勞
德
組
合
：：を
組
織
す

.る
ニ
輝
の

.
方
法
を
採
用
し
：た？：何
れ
の
産
業
部
門
に
：於
て
も
地
方
同

.

業
勞
働
組
合
を
組
織
せ
ん
せ
す
る
場

一合
.に

、執
行
委
員
會
は
斯

0
如

含

園
體
.組
織
の
.目
的
を
以

. 

■ 

• 

-

て
代
表
者
會
議
仝
召
集
す
る

z
k
が
.第
.

1

の
方
法
で
ぁ

.

CV、

同
ニ
職
業

•の
地
方
組
合
の
多
數
は

'

■ 

k
f

を
れ
ぞ
れ

u
l

名
の
代
表
者
を
選

•び
、同
業
會
議
を
組
織
し
、當
該

«

業
に
關
す
：る
總
て
の
問
題
を 

•附
議
す
る
乙
ど
ヒ
し
た

..
'0

.

：
:,:
:

.

:

:::
:
:

.

•
 •

1
.

八
八

11:

一
年
i
 
P
八
.五
：年

U

 I

旦

る
不

況
及
び
一
八
八

三

年
の
電
信
エ
爭
議
の
失
敗

は
、此
方 

面
.の
勞
働
組

合
の

.

發
展
を
阻
害
し

允。

此

外
孤
立
せ

V

る：組
：合
は

各
.種
.の
職
業

^

瓦
A

て
失
敗 

を
重
ね
、唯

ニ
ぅ
！
ョ

|

ク
の
建
築
業
勞
働
者
の
み
が
成
功
を
收
め
た
る

R

過
ぎ
な
か
つ
た
。
 

而
し
て

一
八
八
三

：

年
シ
ン
シ
ナ

- X

ィ
R

於
け
る

總
會
議

.
は
何

等
重
要

な

る
變
化
を

示
3

な
か 

り
た
が
、總
執

.行
委

*

會
の
全
國

.同
業

#

議
：の
組
：織
を
勸
吿
し
、同
業
協
議
畲
組
織

S

對
す
る

地
方
同
業
組
合
の
抗
議
は
不
成
立

R

終
つ
た
。
斯
の
如

C

し
て
勢
力
大
な
ら
ざ
る
多
數
の
同

. 

• 

.

.

. 

.

業
勞
働
組
合
は
破

.壞

.せ
ら
.れ
、其
組
合
員
は

『

太
：ィ
：
.ッ
>
ォ
：：ブ
：•
.レ
i

入

，
す

：
る

に

専

づ

：：

た

。

•

第

二

十

五

卷
Q

M
七
V

.「

ナ
ィ
タ
>
ォ
ブ
*
レ
ー
パ
ー」

の
構
成
ミ
其
：勢

カ

の

消

提

m
三
：號 

一
三



負
ニ1
2笔

ぐ
=I

2
 

-ナ
イ
ツ•す
プ.
•レi
パ
ー」

の
權
成3
其
勢
力
の
消
揭

y
j
-
. 

-
, 

w 

C
o 

j
併

し

乍

ら『

，ナ
：，
イ(

ッ
，
オ
：，ぞ 

名
同

業」

勞
.働
_
.合

？
.無

關

係
I

I

問
f

,

依
；っ
尤 

ぉ

ち

窮
®
 

M
雰

3
:
1

例

<

tl
ボ
b

キ

h

舊

'谷

：

け

る

、
£

の
^
 

bラ

ィ

，
が

宣

告

せ 

ら

れ
J

時
、彼

等
^

支

持

す

る
.準

備

の

有

無

妬

依

ら

ざ-6
t
得

な

か
0
:た
。
：
'
多

ぐ

の

場

合

に
 

於

て『

ナ
^

'?
身
ブ
，
レ
I

パ
ー
，

』

の
：加

入

者

は

不

本

意

乍̂
勞

働

組

合

の

命

命k

服

做

す

る
Z

<£ 

を

强
®

せ

ら

れ

た

の

.で

あ-'
5
o

;■
■'

.
•■
■'斯

の

.
如
^

勞

働

組

合

卿

係

の.問
.題

は

、之
を

p

ナ

ィ

，
ッ
.
ォブ‘
レ
1

バ
i

內

部

の
反
職
業
的
感

•員

の

態

度

を

，攻

擊

し

、

一
:

八

八

三

年

ニ 

ノ
！

ョ
I

ク
の
印
刷
土
，組
合
、葉
卷
煙
箪
製
造

H

組
合
等 

化
圈
す
る
鸫
執
行
委
員

#

の

責

•任

を

問

ふ

文

書̂

提
出
し
，气

' 
此
組
合
は
又
總
協
議
會

^

對

攻
擊

K

も
.拘
ら

ず
.I

,
A
八
四
年
は
全
國
的
同
一
業

.勞
働
組
合
の
必
要
を
最
も

■痛
切

k

«
じ
た
時

代
.■て

あ
へ
其
：理
.：想
を

*

現
し
た
る
，

の
へ
は
ガ
ラ
ス

'
エ
及
び
：電
信
エ
の

. 
一一：
o

k
過
ぎ
な
か
つ
な
。

而
し
て
委
員
會
は
組
合
員
よ

^

1.

人
五
、セ

.：

ン：>
.
.宛
の

.
«課
金
を
徵
收
し
、莫
大

©
命
额

*

ホ
.
ド
.
1 

キ
■ V.

グ，溪
谷
の

'坑
失

_に

送

.»
し
代
。

；：

『

ナ
.
.イ
.
.ッ
•
ォ
ブ
•
レ
I

バ
ー』

は
.
#
.種
の
職
業
を
包
栝
す
る
準
備
を
次
し
た

•か
、其
精
#
及
队
主 

r

fc
J

.^
'
全
[i
諸

m

勞

:#
組
^

:レ

.*
本
W

相
&

0

,存
^r
す
.：る

乙
..マJ
,5:
宣

言

す

る

：
に
.禱

路

し

な 

か

つ
.
た
0

此
相

a

は『

ナ
イ
露

'ブ
t

 V
!

:

が
現
在
の
産
業
制
度
に

.急
激
な
る
變

f

加

へ
ん
ど
言
る
に
反
し
，全
國
諸
業
勞
働
餌
合
は
•現
在
の
制
度
を
承
認
し
、

自

i

li
K
順
應
せ

ん

.

ビ
努
力
せ
し
め
る
の
で
あ
る

o

乙
れ
は

『

ナ
イ
ツ
•オ

ブ
'
レ
丨
バ
ー

』

に
於
妙
る
新
し

&

特
徵
で

.
 

は

S+,v>
.ヵ
#
.
.し
.
.会
，傾

向
.W

«
ふ
.へ
さ

で
.
'あ
.

^.れ
°

『

.ナ

.イ
' 
ツ
い
.オ
ノ
ブ
，レ

..；.

丨
.、、ノ
 

.

.

.
1

.,

』

.
は

常

^

賃
銀
制 

度
に
，反
對
す
る

g

に
於
て

急
：
進
的
で
あ

A

此
傾
向

.は

i

八
.八
，三
年
ょ
々

八

吗
年
ド
至
る
間
に 

於
て
き

S

著 

-

:“
」：：：：：

，
.

:

.
然
る「

.に

.一
 

A
- 

A
 
 ̂

&

R 

0 

0 

X
、守
：勢
ぃ
ょ
I

i
攻
：擊
に
移
つ
た
。

而
し
：て
其
一 

は
.
'

H
E

業
：勞
.
0
組
合
に
反
到
す
る

 ̂

J
:A
‘
:^
ラ
ブ
ー(

H
o
m
e
Q
U
s

に
依

A
^
.て
指
導
せ
ら
れ
、他
の

j 

>

は
ベ
イ

■ッ
ー
，ブ：.

ヵ
ナ
ン
等
忙
依

 

>
て

. ^
導
せ
ち
れ
穴

る
：：

資
本
の
結
合
に

.■
す
：：

る
。：
反.對
の
.
■: 

態

を

採

り
.
た
。
、
前

者

はJ

國

際

_

卷

輝

綠

製

造

土

雜

合

』

：；
を
：
.破
壊
し
て

『

ァ
メ
ジ
：力

:勞
働
：聯
合

j

 

を
紺
織
し
た
。

0
し

て

鐵
.道

*

及
.び
屠
畜
業
に
於

て

は

ス
ヾ
ト
ラ
イ
キ
が

「

時
成
功
し
た
が
、其 

後
.の
.
.事
#

は
賃
銀
制
度
が
容

*

に
徹
廢
せ
ら
れ
ざ
る
.乙
を
示
し
、組
合
運
動
の
，方
向

®

換
I:

笫ニ十芄

#

Q ニ
九)

.「

ナイツ

*
ォブ
•
レー

パ.丨」

の權成

v
:

其勢力の消肢
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三
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一
五



S

十
五
■

卷

Q

三
8

「

ナ1ィ
ツ

•

タ
ブr

レ
，
パ

-』

の
：構
‘

；

g
w
.:

其
勢 

：

第
三
號 

て
、

生

ぜ

し

め

©
.年

及
^

ホ

八
a

；t
へ
年
め
雨
，

に
全
國
同
業

'

協

議
#

:

の
姐

«

は

自

由
'

で
ぁ
り

^

が
、實

際

に

於

て

は

必

，ず
.

し
ネ

然
f r

ず
、總
，執
行 

:

婆

属；

脅

よ
J

許
.

可

p-

.

ら
れ
た
が
、一

八

八

五

年

^
後
よ 

產

業

狀

態

ゎ

由

來

し

て

，
她

，
方

同

業

勞

：
働

組

奋

.

：の

組

織

：
が

®

嚏
凌
つ
セ
。：
從
來
勞
働
組
き
蓮
動 

者
S

せ
5

同
情

S

し
孟
合
組
織
の
勸

_

^

^

X

 

J』

に
；
對

す

る

參

加:f
c

傭

藤

：，
す

、
る.:
^

:

れ

■(
£

同
'時

^
.
.
：

 

一
 I

ユ！
ヨ

!

ク
の
：『

國
際
葉
卷

煙
苺

' ®
造
エ
組
合

』

ヒ
抗

#

す
る
こ

>

:
ミ

：
な'つ
.た
。

『

國
際
葉
卷
煙
草
製
造

H

組
合

』

は
社
會
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「

チ
イ
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•
ナ
ブ
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マ

」

の
構
^w

■

力
'の.消
長
' 

:
s
r

號

m
i

紐

合

^

舞
し
て
勞
働

I階
級
の
連
滞
を
擁
謎
し
於

o 

.而
し
，て
，ブ
八
七
三
年
フ
ィ
ラ
デ
,
フ
ィ
ア 

^

支
^

か
設
.
_立
せ
.ら
れ
た

.る

以

，來
、各

地
:^
支
部
の
設
：立
せ
ら
れ

.

.る
も
の
相
次
い
で
起
っ

-2
。
 

斯
务
る
全
國
同
業
組
合
の
運
動
：は
、

|
部
分
は
第
一
地
方
協
議
會
ど

J

般
役
员

(£
が
べ

ゾ

シ
，
 

へ
ニ
ケ
別
ア
ン
レ
ン

.タ
ウ
シ

k

於
け

^

製
靴
ェ
の
保
雜

R
:失
敗
し
た

乙

ヾ

」

k

も
原
因
し
た
。
そ 

れ
は

T
7\
A

H
年」
/J
賃
銀
率
表
が
同
地
の
疋
ェ
場

k

提
出
せ
ら
れ
た
る
時
、三
ェ
場

k

於
て 

,

炉
せ
ら

i

雜
執
行
委
員
會
は
第

 

一
M
方
協

'議
會
ょ
ぅ
助
カ
を
求
め
ら
れ
た
が
、之
を
拒
絕
し 

た

:-
°

其
處
で
第

一

地
方
協
議
食
は
ぁ
ら
ゆ
る
年
段

.を
竭
し
た

.る： j

方
，總
執
行
委
員
會
は
ス
ト 

シ
ィ

キ
版
壊
者
を
改
心
せ
し
ひ
る
爲
め

R
、シ
シ
シ
ナ
-グ
ィ
か
ら
善
庭
な
る
勞
働
漭
を
輸
送
し 

.た
o

之
は

'
I

般
役
員
の
微
力
な
る
ょ
き

.

證
左
で
ぁ
ぅ
，彼
等
は

&

ら
調
停
者

ir
以
て
任
じ
て
ゐ 

た
。
.併
し
乍
ら
數
靴

H

は
復
職
す
る
こ
ど
を
拒
絕
し
、第

.

一

地
方
協
議
會
は
遂

R

手
を
引
く

Z

ど
S

つ
た

0

: 

• 

ソ

1

八
八
四
年
六
月
フ
ビ
フ
デ
ぐ
フ
ィ
ャ
の
十
三
個
の
製
靴
ェ
地
方
組
合
が
、第
一
地
方
協
議 

會
を
脫
退
し
同
業
地
方
組
合
を
組
織
し
、翌
年
一
月
此
地
の
製
造
業
者
ど

『

ナ
イ
ツ

♦
ォ
ブ
。レ
ー

•、ノ

丨』
V
J

の
間
に
合

.同
和

#

局
を
設
立
し
、勢
働

#

_
を
取

6

扱
.ふ
ベ
く
協
約
が
成
立
し
た
。
唧
し

-

*=A

機
賺
は
一
八
八
六
年
破
壞
せ
ら

'れ
た
。

Z
れ
ょ
み
前
，

.

I

八
.八
四
年

^

月
'

『
ナ
イ
ツ

•
オ
ブ

•
レ
I 

、ノ丨

』

k

A
入
せ
る
五
個
の
地
方
協
，議
會
が
、全
國
的
同
業

.地
方
組
合
を
組
織
す
る
た
，め

6 

を
召
集
す
る
決
意

5:
.

*
し
、翌
年
六
月
フ
ィ
ラ

.デ

^

フ
ィ
ヤ
^
於
て

こ
れ
を
成

.就
し
、執
行
委
員 

#

が
成
立
し
た
。
又

一

八
八
五
年
六
月

k

は
マ
；サ
チ
チ

I

セ
ッ
ツ
州

,
I
ふ、ノ

!'
ヒ
ル

R

於
て 

«

皮
エ

.場
^

ス
ト
ラ
イ
キ
：が
行
は
れ
、勞
働
者
に
有
利

^

解
決
：せ
ら
れ
た

.

0
斯
の
如
く
各
地
に 

;/
,
て
勞

#

組
合
の
組
織
が
見
出

^

れ
、殆

ん

ざ
地
方
組
合
を
有
せ
ざ
る
處
無
さ

R

至
つ
た
？
 

『

.ナ
イ
ツ

•
ォ
フ

•
レ
ー
；、ハー

』

k

加
盟
せ

Vi；

る
產
業
の
唯
：一：
の
重

M

な
る
勢
.働

組

合

は

、
ー
一
ユ! 

イ
ゾ
グ
ラ
ン

.
ド
^

於

.て
ー
八
六
九
年
組
康
せ

'ら
れ

^

る
.靴
型
製
、造
エ
の
組
合
で
ぁ
つ
だ

？

此 

組
合

R
.對
し
て

『

チ
イ
 

'ツ
•ォ
ブ

• y

 
I

ベ
ー

』

は
數
年
問
能
く

m

同，の
活
動
を
な

し

、
靴

梨
y

造
エ 

の
'ス
ト
ラ
イ
キ

k

於
て
は

『

ナ
イ
ツ

•
オ
'ブV

レ
丨
/ぐ
 

て
個
人
主
義

.者

?:
結
合 

す
る
事

が

出
來
た
。
然
る
に
斯
の
如
さ
一
致
は
永
續

.
せ
ず
、

r

八
八
六
年
マ
ナ
チ
ユ

I

セ
ッ
ツ 

州
ゥ
ー
ス

タ
I

の
製
造
業

^

•
か組
合

.運

.動
を

*

迫
す
る

k

及
ん
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が

.勃
發

し

 ̂

る
時
；こ
れ

R

對
す
る
地
方
協
議
會
ど
總
執
行
委
員
會
の
膨
度

^

は
«

違
が
現
は
れ
た
。
而
し 

て
此
锻
議
の
結

•果
多
敕
、の
製
靴
業
の
支
部
ば

『

ナ
イ
ツ

•
ォ
ブ
ン
ー
バ
ー

』

ょ
ぅ
脫

_
.退
し
、諸
業
勞

第
二
十
五
卷c

i
i
l
l
l
i
「

ナ
イ
ツ
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ォ
ブ
ム
丨
パ
丨
し
の
撒
成
晶
勢
カ
の
聆
長
；
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第
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'

「

ナ
イ
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ブ
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撒
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勢
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長 

ニ
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働
細
合
を

»

糲

^

る
k

0
^
f 
な
。

‘
.
'
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.
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,

へ'
何
れ
に
し

T

も

一

八

八

七

：
年

ゆ

於

け

る

一

一

ま

の

勞

働

組

合

蓮

_

於

紛
料
を
生
也
し
め
な

次 

事
は
吸
で
あ
つ
た

『

ァ
メ

-V
.
力
勞
傲
聯
合

』

：

ど
.'-『

ナ
イ
ッ

•オ
ぞ
レ

.
’
.

Iパ.l
』
V
J

は
互

^

杭
.領
し
、倍 

々
窮
_

«

k
陷
る
事

.乞

な

つ
た

oパ
然
か
も
其
後

R

於
て

)『

.ナ
；イ
ッ

•

〔

ォ
ブ

.
レ
ー

パ
I』

ど
組
^
ど
の 

間
の
紛
糾
は
倍
々
盛
：ん
ぬ
な

)

つ
'
た
。，勿
論
辉
合

'ミ『

ナ
イ
，ぞ
ネ

 

V

丨』
W

が
依
然

ビ
し
'
 

て
贫

h
e

f

^
を
續
け
炫
る

Mr
も
■あ
る

I

フ
ロ
.
マ
ク

ト

ン
の
ダ
ダ
ラ
ス
の

X

場
R

»

一 

例
を
見 

f

'
ぉ
し
乍
ら

.
®、及.び

ft
皮
職
工
：
の
.執
行
，委

®

員
會
は

『

■ナ
イ
.ッ
•
ォ
ブ
•レ
ー
バ
ー

』

' 
よ
々
脱
退

L

#■
械
ド
よ
つ
て
特
化
せ
ら
れ
た
る

-劑
門

^.
從

っ
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分
裂
す
る

乙

ヾ
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」

落

つ
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ナ
イ
ッ
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ネ
レ
ー
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丨
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味
早
く
よ
ク
坑
夫
の
間

^

も
.組
織
せ
ら
れ
、此
園
體
は
他
の
何
れ
：
 

の
團
體

.
よ
々

も
長
く
此
闺
體
の
中

R

Jh
:つ

た
の

.で
あ
る

9

而
し
て

『

ァへ
メ
リ
力

勞
働
聯

合』

ビ 

^

丈
.及

.ひ
酔
造

.

.者

.組

.合
の

.一一
.

個

の
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a

業
別
.勞

#
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合

が
『

ナ

イ
.

ッ

•

ォ

ブ
.
•レ
!

.

.

.
パ
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.問
^
'
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生
し
其
關
係
を
永
鑽
せ
し

.め
た

0
而
し
て
斯
く
な
ら
し
め
た

' 
る
原
因
は
、

« ;
立
的

1{
|

合
が

『

ナ
ィ 

ッ
•
オ
ブ

.
レ
I

ダ
1
,

協
力
し
、結

局
，『

ア

メ
ジ 

'カ
ー
合
同
鑛

.山
勞
へ
倾
者
：レ組

.；合』
(

1

1

^

£

—每

w
o
r
k
e
r
sj

o
f Am

e
r
i
c
a
)

を
組

.織
す
る

^

至
っ

だ

乙

ビ
で
あ
る
？
：多
ぐ
、の
坑
夫
組
合

'は
其
加
入
者
鹉
^
組
織 

の：範
圃

.に
就
て
：種

々
：の
へ
經
，驗
t

布
し
た
o

「

.八
六
；
' 一
年
ズ
ィ
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ノ
'
ィ
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及
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『

ァ 

メ
ソ
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夫
組
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A
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區
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坑
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州
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.全
國
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合
'が
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.織
.せ
ら
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ー
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度
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協
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組
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.運
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を
，取：

つ
.だ

。
.
"'
'
/
'
而
 
'し

.て
 

一
X

七

凼

年及

び
■七

茧

年
R 

於
'
材
る

ft
期
.
' 

0
:
,

ス：「

;K
.ラ(；：
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；ズ
‘
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©
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な
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^
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.
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せ
ら
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坑
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數

酋
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^
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#
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：

'
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‘
.

斯
‘：の
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：ぐ

し
.
.
.
て

炭
'坑

夫

：は
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す

る

は

至

：
つ
た
：
の 

で

あ

る

力

其

何

れ.力
.

,力

な

る

，や

；は

容■易
に
：判
斷
が
出
；來

.無
，か
つ
た
。

.

而
し

.て
全
國
聯
合

ビ 

全
國
の
地
方
同
業
勞
慟
組
合

I

係
は
間

.も

.な
く

.不
和

.：ど
な

A
、激
烈
な

.る

.皮
目
：が
現
は
れ
た
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國
の
地
方
厉
業
勞

_儆
組
合
の
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シ
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ナ
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ィ
^

於
け
る
，大
會

^

於
て
會
長
ウ
ィ
リ

.ア
ム
•エッ
 

チ
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ベ
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ウ
ィ
ソ
ア
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レ
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ウ；ィ
ス
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e
w
i
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が
其
職
を
襲
い
だ
ノ
レ
ウ
イ
ス
は
彼
の
組
每
の
組

■織
を
：聯
合

.體
R

變
改
せ
ん
ど
試
み 

,

厂
し

'て
^

の
.計
sr
は
實

#

せ
ら
れ

ir
し
さ
組
合
は
气
ア
メ
リ
カ

' 勞
.働
聯
合
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k

加
入
し
た
。
 

ぉ
し
乍
ら
八

I
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勞
®

組
合
は
依

然

ど

し
て
存
續
し
、一
八
八
九
年
ニ
月
の
合
同
大
會
は
坑
夫
組 

合
則

k

於
け

る
紛
糾
の
絕
え
ざ
る
た

め
、何
：等

定
ま
々
た
る
事
業
を
爲
ネ
ず
し
：て
解
消
す

る

事

ご
な
つ
た
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而
し
て
進
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的
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合
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イ
ツ

.
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ブ
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參
加
し
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八
九

〇

苹
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R

於
け
る
大
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に
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を
送
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勸
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し
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此
コ

.ロ
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ズ
ス

R

於
け
る
大
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R

は
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つ
の
提
案
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せ
ら
れ
、

『

ア
メ
ソ
カ
合
同
炭
坑
勞
働
者
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t
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t
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の
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^
新
し
令
組
合
が
組
織
せ
ら
れ
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も
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合
は

『

ア
メ
ジ
カ
勞
働
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及
び

『

ナ
ィ

I

ブ
♦
レ
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丨』

に
參
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し
た
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で
あ
る
0

斯
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如
く
し
て
五
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に
亘
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重
の
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働
組
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運
動
は
遂

^

解
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サ
ら
る

^

至
.つ
た
ず
，

而
し
て

一

八
九
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功

k
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せ
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れ
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體
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競

c -
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下
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し
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°
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^

於
て
は
ジ

3
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M
c
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。
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ァ〜

リ
キ

1
;の.勞

«
.組

合

運

動
^

»
ず

：.る
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.

の
：：

で

.あ

り
 

'た
。

大

食

，の
：
席

上•

.^
於

，捧

は
.此
«
:合
幽
體
'が
宇 

勞
働
者
を
除

^

:せ
：♦

は
'危

險

：で
：あ

る'乙
：
$

ブ
•
レ
，'
.丨

V

丨』
3:.

代
' 表
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萇
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。
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代
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：
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。.
そ
れ
は
前 

:者
が
、後
者
を
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が
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が
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&
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。
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瓦
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；
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；
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/
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滿
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熱
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催
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。
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：組
合

』

ょ
々

分
.裂

し
、
ゴ

シ

-

i

 .を

推
し
セ

『

ナ

ィ

ッ

.

レ
I

 \

 
i

R

反
感
を
懷
.か

し 

む
る

'

原
'因

ど
な
つ

^
。

T

進
步
組
合

』
VJ 

r

國
際
組
合

I
V」

の
：相
：違
.
‘は
：長
屋

K
於
け
る

葉

.卷

煙

草

製 

造
の
禁
止

R

關
す
る
政
策
レ
關
係
：わ
、前
：者
は

«:
會
虫 

後
奢
は
政
治
家
を
中
心 

# .

力
：v

し
.

■た
。

而
し
て
，一八

A

 

f

年
：
四
：
月
：『

國
，際
：組
：

.

合
』：：

の
.
S
選
擧

R

當

A

『

進
涛
：組合

』

の
 

者
が
會

'長
N

選
'出
せ
ら
れ

.た
：が
、

K

ヴ
パ
ー
'一

友
^

.其
：钟
間
ば
引

_

.!
:
拒
：絕
し
、結
：局

『

進
步
組

合』

紙
11

十
五
卷

(
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四
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「

ナ
ィ
ッ
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ブ
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バ
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の
構
成̂
其
勢
力
：
の
：
消
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十
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卷
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三四
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「

ナ

イ

夕•
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-ブ
•

レ

丨X

丨

.
し

の

.構
成

晶

勢

カ

：
の

|

長
 

f
一

.號

，

..
四

四

の
者

；は
.

，

『

«

:

際
：組
，合』

■

を
：：脱
退
し
、其

影
«

は
：#

禪
作
業
藝
間
：^

翕
速

>

^

#

:

衣

し

.養

十
一.

『

國
際

^

合』

f『

ナ
イ
ッ
‘
ォ
：，ブ
；V
K
丨 

で 

は
な
か

o
お

o
'•
.

『

ナ
イ

'ッ
‘ォ
ブ
，
.レ
ー
‘バV

丨』

は
：：
-
般
：め
#

'
働
，組
■合
a

ff
i

&

^

K翁

.せ
ず
、又

『

國
際
組 

合』

も
#

た

反

對

を

^
.み
；な

が

->
た
。：ム『

^

て
も
組」

織
形
態
.に 

_

し
，
'
S

對
意
.見
.：
が

：
ぁ

-CV,

組

合
ft
部

に

：
於

：
け
.
る
：、個

人

的

闘

爭

が«

本
原
因
‘を
な

U

た
o 

ニ
 

.

ラ 

!

ョ
：丨

ギ

に

於

ても
.ゴ
シ
：パ
ー
：ス
フ
の
關
係
せ
ふ

r

第
Eg
.十
：九
‘地
方
協
議
會

』

.の

.內
部

k

:は『

國

際 

組
合』

^

對

寺
る

^
同
樣
，激
.轉

^
,
:パ

；
：グ

ダ

ー

私
.
::
l

v
杭
筆
せ
る
：

'
1部
が
あ

.っ
た
。：倚
ほ
此
地
方 

協
議
會
は

『

進
'步
組
合

』

^
:

『

國
。際
組

#』

V
が
.與

： .

へ：
：

’̂る

#

遇
；.枝
反

»

す
.：る

*

見
を『

ナ
イ
ッ
•，
ォ
ブ 

レ
r
 %

丨』

ド
提
出
し
た

5'
Z
ビ
が
あ
-̂.

」
一
テ
ー

r
ョ：
I 

.
ク
W

說
、立
せ
ら
れ
た
る
挑

.戰
的
組
.合

S 

杭
-

し
た

-S
Z
ど
が
あ
つ
た
。

，:
.
'

'
Z

.:

:

.
1
:八
八

0.
苹『

國
際

»

合
1

:

『

ナ
イ
ッ
.
•
ォ

ブ

ニ.
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,イー

』

は：
1''
般
レ
は

6

色
の

_組
命
禀
を

.使
用
し

.
‘/2
涔

煙

拿

it
:は
靑
色
の
組
合
票

^

特• 

R

ビ
ッ
ッ

x

 

l
:
v

地
：
.方
k
:
:於k

使
用
し

^

e

ブ
•レ
 

I 

V
I
.

』

が
：證
禀
を
發
行
す
る

乙

ミ
に
r

»

0
3l
箇
の
へ
決
_

が

：：提
出
せ
へ;

れ
：
た
> 

併

し
-
乍

ら_

此
，

問
題

0
就
：て
は

『

ナ
，イ
.ツ
•
ォ
ブ

•
レ
丨
バ
卞

』

.：は『

國
際
.組
.合』

に
對
じ
て
何
等
惡
感
情
を
示
す
も
の 

で
は
な
か

0

た
。：次
に

一

八
八
四
年
ー

1

月
4

ュ
1
.̂
丨
ク
の
一
煙
草
製
造
會
社
が
賃
銀
値
下 

の
企
圖

?:
,な
し
：
.た
，の

'
で
、

『

準

步

：組
：合

』

ギ

ス
K

ラ
イ
キ
を
：な
し

|2
。
然
る

.に、之

.に
對
し
て

『

國
際 

組
合

』

は
何
等
援
助
を
與
ふ
る

Z 

§
 
0
0
^
^

o
- 

,

x

^

,

x 

0
.
0
0
^
に
ギ
イ
コ
ッ
，
が
行
は 

れ
た
る
時

『

ナ
イ
ツ
，，オ

■'
,
:ブ，レ
！

^

丨』

の
組
合
員

.が
»

厲
せ
ら
れ
、其
«
位
を
ス
ト
ラ
イ
キ
破
壊 

者

が

占

め

た

：
る

：に

式

が

：

.報
街
せ
ら
れ
、之
に

'基

S::

て
：總

：：

執
行
委
員
會
は
之

^

承

認
?:
興

へ

た

の 

で

あ0

お

が

、後
^

ス
ト
一
ス
イ.ギ

：破
»

^

.が『

國
.
_組

合』

、
の
«

合

.場 

行
論
'を

後

悔

じ

へ

た
:0
:

:

ぺ

二
 

A 

!ョ
ー
ク

^

於
け
る

『

進
步
組
合

』

；及

^

*=
1
1
_際
、
»

合』

の
間
の

1、

部
の

.
和
解
ば
、一
八
八
六
、
 

年

：1
.

月
企
て
ら
れ
た
：。：

然
る
ら

■

『

進
步
組
合

』

0

役
員

.は
：之

^满
..

足
し
夺
つ
た
の

' 
で
、二
月
代
至 

:v『

國
際

.組

.：合』

：は
自
已
の

：

證
麗
を
附
せ
ざ
る
葉
卷
烴
萆
の
ボ
：

M
'
.コ
ニ
ッ
ト
欠
斷
行
し
た
。'：

〗

八 

八

六

年

に

：：
は

'
土

 

>
丨v

ョ
.丨
■
ク
：
^
 

箇̂

の

：

r

ナ

イ

ッ>
ォ

ブ
•
レ
：
i
 

V

I

』

；
：
：
：
の
*
'方
：組

合

が

あ

;A
、五
箇 

の
國
際
組
合

'の
：支

部

が
'あ

<>
.た
。

' 賃
.銀

値

：
下

：
が

な
3

れ
た
る
時
總
ベ

.
て
是
：等
の
画
體
は
ス

：

ト
 

ラ
イ
キ
を
な

3

ん
ビ
準
備
し

.れ
が
、其

.爲
め

^

共
同
動
作
の
會
議
：を
開
か
ん

^

し
た
：
が
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的

を
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z

-a
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:對
^

.
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_卷

煙

靡

製
.造

業
#
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總
^

:て

：
の

工

場

：
の

：
勞

傭

者

-?
:

ぐ
ロ
ッ

, 

• 

.

.

. 

• 

♦
. 

. 

,

タ
次

^

i%
'も
、：『

中
‘央

：燊

働

：
組

：
合

』
V
,
『

進
竣

^
 

た
が

『

摘
.際
鄕
合

』
.
の
み
ま
之
た
參
與
し
敖
か
ウ

'た

。
：
：
：
：：

『

準

步
'組

合』

芩
r

M

;

_« '
^

l

s

o競
^

は
0

め

て

：
激

；
烈

，
で

あ

つ

5

V

M
 

.

月
ス
ト
ゼ

'ッ
ず

I

及
び
他
：の

一

名
が
フ
ィ
ラ
デ

.
/-
フ
.ィ

.ヤ
を
訪
問

'し
總
執

•行
委

.員
#

及
び

.::v:

•ゥ：ダ
丨

：；

リ
t
 U

會
議
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開

^

*

『

ナ
.
ィ
；？
オ
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：；

^

の
.
地

方協
；：

議：：

會
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し

.せ
®

*

:

せ
：：

し

め
ル

^
な
し
た

^

推
定
し
た
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次

.
い

で

總

執

行

委

員

*
•
か

-

ユ
！

：

TT 

!

ク
k
.於
て
調
査
を
，な
せ
る
時

『

國
際
組
合

』

ょ
6

そ
の 

耍
ず
を
见

'へ
.た

が

そ

机̂
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國

際

組
.合』

'5
:
,
:

『

ナ
^
;ツ

•
'
オ
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ブ

•：

レー

パ
I』

R

參
加
せ
し
む
る
.施 

設

-t
な
す
爲
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國
際
組

.合』
■

ビ『

チ
イ
ツ

-オ
ブ
•
レ
I

バ
丨

』

が
共
同
の

#

議
を
開
く
之

V
J

を

提

案

し

た

。
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.
而
し
て
其
條
件
は
次
の
如
く
で
あ
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.
枱
。
'
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.

'
ぐ
：
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,
:
•

•

.

.

;
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第

1.:、

全
國
同
業
.
組
合
は
：

『

國
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組
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の
现
行
.
.規
則
^

,

支
'
配
.
せ
ら
 ̂

ど
。

'

.
 

第
一
1

，
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際
組
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組

合

禀
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へ
得
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三
、，
ー
切
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卷
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造
エ
は
新
し
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餌
合

^

加
入
す
る
乙
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:
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四
、

新
し
キ
組
合
は
總
協

_

會
の
規
杨
を

.守
る
ベ

.
& 

z 

/
.

，へ

.

：第
五
、

■
新
し
さ
組
洽
の

.役
員
は

『

■

際
？

の
役
員
れ

;/
3

.
ベ：さ

乙

i
 

ノ

斯
の
如
き
提
案
は

『

ナ
イ
ツ

•
オ
ブ
。レ

I

バ
ー

』

ょ
ぅ
起
々
た
る
も
の

ビ
0
像
せ
ら
れ
る
の
で 

あ
る
が

£

は
殆
ん
ざ

I

般

R

は
信
ぜ
ら
れ

.

.な
か
つ
た
。
併
し
乍
ら
ス
ト
レ
ッ
ナ
ー
も
同
樣
の 

提
案
，を
な
し
た

ビ
.言
ふ
礙

.言

;^
依
々
て
特

k

:信
用
を
增
加
し
た
。
而
し
て
八
月

一
日
二
ユ

! 

ョ
ー
ク
の

『

中
来
勞
働

.«1
-
,合』

'
は『

進
步
：組

.：合』

：ど

.

『

國
際
組
合

』

^

の
合
同

^

賛
成
し
允
。
.八
月
十 

H『

進
、步
.組
合
^

は
全
_

會
_

に
於
て
.解
體
し

『

國
.際
組
合

1

-R
還
元
し
、一

.箇
月
を
經
て
此
合
同 

は
.完
晚
せ
ら
れ
、ス
ト
レ
ッ
ナ

!

ビ

ゴ
ン
パ
！
ス
は

『

國
際

'姐
合

』

.
を『

ア
メ
リ
カ
，勞
働
聯
合

』

に 

引
5

入
れ
た

o
マ
中
央
勞
働
組
合

’
は：八
月
十
五
日
を
の
指
導
者

.
R
關
し
て
分
裂
し
、そ
の
後
一
八 

八
七
年
改
造
せ
ら
れ
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^
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力
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働
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ぐ

一

八
八
五
年

3

:6
八

六

年

，

至

る

間̂

於

て『

、ナ
ベ
イ
ツ.分

.ブ
•
レ
ー

V

I』

が
：1
,時
的
隆
昌
を 

得
た
る
，

1
,

方
^

於
て
、全
國
同
業
勞
働
組
合
は
徐
々

k

併
し
乍
ら
確
實

R

其
加
入
者
^
增
加
し 

,!
:

ゐ
た
。

：

を
れ

k

同
時

恥

總
て
の
全
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組
合
は

『

ナ
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ィ
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膨
脹

k

影
響
せ

第
ニ
十
五
卷

0
1
1五
1)

「

ナ
イ
ク

-
す
ブ
•
レ
)
バ
丨
し
：

の
！！

成
v
v»
;
.勢
力'の
消：
#
 

.

.
第
三
號

 

四
セ



ノ

第11

十
五
卷' 

S
五
5

•-
?
ナ
イ
ツ•
方
；

K 

•ド
’X

I
J
Q

構

成W

其
勢
力
のit
長 

•

第
三
號
 

四
八

ら
れ
之

R

加
sa
*し

^

火同厕結の實を擧、
へ

: &
.

こv
j

が
：論
題

^
.上
：つ
た

0

:而
し

て
多
«
の
 

指
導
者
は

,

ス''
':ト
：レ

.
ッ，，
：

—

、ず
_
^
^
 ̂

協
力
せ
ん

'
>
:1>
た
ゐ
：た
。

.：：其，處 

で
，I

.

八
八
六
年
四
月
二
十
六

日

、

マ
ク
グ
フ
爿
ァ
丨

^

±

»

^
ー、スト

' 
レ：ッ
:
ナ
^

葉
：卷
煙
：萆
製
造 

H

組
合)

ダ

イ
ャ—

(

花

«

费
切
出
江
組

^

フ
：
ィ
.ッ3

^

ッ
ク(

鑄

鐡H

組
合)

フ
ォ
ス
タ

ー(

舊『

聯 

合』

の
書
記
}
.が
.同
■.年
五
月
十
八

.日
フ
ィ
ラ
デ

,
フ
ィ
ャ

R

於
て
勞
働
組
合
大
會
を
•召
集
す
る
通 

告
を
發
表
も
た

.0
:
'其
目
的
；は
諸
業
勞
働
觀
舍
は

«

壊

せ

ら

、る
：，

し
；

公
，
然
：誇

號

す

る

分

子

の
 

有
害
な
る
作
用

H
洛
自
め
姐
合
を
防

.

衞

す

る
R

あ

0

 

:

た

。
：
、
斯

，
の
/如さ

：：

分

牙

は

ハ

『

ナ
'イ
ツ

.ォ

：
ズ

• 

.レ
ー
パ

一
』

の
中

|^
あ

有

窖

な

.

作̂
用
，
ビ
は
ス
，ト

^

イ
ヘ
免

t

«
者
及

.び

不

JE
.f
f
i
r主

が

.
此

の

分
 

子
に
ょ

.fて
後
援
せ
ら
れ
る

乙
岑
で
あ

^

た
o
i-
ro
し
㈠
て
ヾ
此
.大

#

一は『

ナ
イ
ツ

‘
ォ
、ブ
，「

レ
!

>

'丨』 

の
幹
部
役
員
を
し

.：：て
；諸
：

.業
勞
働

®

合
：運
：動
：

k

;

»す

S
便
感
を

」

止
；め

.し
め
ん
、芩

す

-o
計
窬
を
切 

せ

る

乙

ぁ

つ

犯

ズ

漶

燦

せ

ら

れ

者

ノ

然

名

.

.

^

#

た

る

ど

同

U

日

に
:'
パ

ゥ

ダ

ー
 

'リ

!

は

3£
-4
念

;+
五

日…

ク

ソ

I
ブ

ラ

シ

ドk

於

て『

一
ナ
イ

.

ツ
•ォ

ブ
•
レ
I

、パ

ー

』

の
總
協
議
會
の

#.
別
.大
，.會
を
開

.催
し
、組
合
內
部
の
不
健
全
な

る

2

ょ

々
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